
※⻘は今⽉報告（または進⾏形）、⾚は今⽉の参考資料有です 
2016.10.6 教務資料 

ＨＷＩＰ企画運営委員会 教務報告 
 

１．HW イノベーション創出論 （１年次後期、必須）→ 10 ⽉から（⽇程決定・新昼⾷会） 
 
２．HW セミナー （１年次、必須） 
  ・HW 合宿︓→ 4/8-10 に実施（新⼊⽣ 18 名＋上級⽣ 25 名）。 
  ・研究室ローテーション︓実施中（11 ⽉まで） 
 
３．HW 領域基礎研究 （１年次、必須）→ 終了 
  ・イノベーション⼊⾨︓Clic 産学講義と企業訪問+ライティング（座学２⽇＋企業訪問１⽇） 
 
４．HW 融合領域研究 （２年次、必須）→ 学⽣企画中（今年は学内は学祭に）パンフ 
  ・アウトリーチ︓未来館コミュニケーターによる講義と実践（座学１⽇＋実践２⽇） 

・実践は学内アウトリーチ、学外アウトリーチ（中之島ラボカフェ or オアシス） 
 
５．HW 融合領域プロジェクト研究 （３年次、必須）→ 実施中（認定書要求） 
  HWPI 融合領域プロジェクト研究 （４年次、選択） 
  ・HW 学⽣主体融合領域研究⽀援 → 5 件の研究採択・実施中 
 
６．HW イノベーション実践演習 （３年次、選択）→ 産学連携 
  ・プログラム参画企業による講義 
 
７．HW インターンシップ（３年次、必須）→ 3 ⼈実施中（済 8,決定 4,交渉 3 ⼈︔1 期⽣ 16/22 ⼈） 
 
８．HW 基礎論 I（１年前期・特任座学）・II (１年後期・学⽣融合実践）→ I が終了 
 
９．学⽣アドバイザリ委員会（メンターを兼ねる）→ メンタ終了。次の審査よろしくお願いします。 
  ・８⽉ごろにメンタリングを主⽬的に、11 ⽉ごろに評価を主⽬的に、年⼆回実施。 
  ・Pre-QE（⼝頭試験は選抜委員会）, R-QE（⼝頭試験は教務委員会） 
  ・最終試験（１期性は来年度、早期修了者の場合は今年度末） 
 
10．その他 

学⽣企画︓ ハッカソン合宿（9/29-10/2@京都）→中村先⽣引率 
HW 教員セミナー︓ 下條先⽣に決定 10/27 17:00- @サイバーコモンズ 
GPI スキル熟達度診断︓ 今年度も年内実施（よろしくお願い致します） 
OIST との関係︓ 毎年来阪。今年度末に向こうに⾏くかもしれないので打ち合わせ中 

  お知らせ︓ 指導教員へのガイドを配布 
  To Do︓ 指導教員から意⾒のあったアドバイザリ第⼀回、および全体の⾒直し。 
 
＊講義の流れ 
研究︓領域基礎（１年）→融合領域（２年）→プロジェクト研究（３年）→PI 研究（４年） 
産業︓⼊⾨（１前）→創出論（１後）→アウトリーチ（２年）→実践演習（３年）・インターン（３年） 
＊各カリキュラム説明やイベント詳細は HP 右上の履修⽣専⽤ページにおいています。 
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/student-only/ 

 



２・３限（10:30～14:30） ＠情報科学研究科C棟4階 C401
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 最終試験の草案 
 注意すべきこと 
 学⽣の専⾨ PhD の妨げにならないようにする 
 何より運営側（特にアドバイザリ）が実⾏可能になるようにする 
 毎年 20 ⼈であることを認識 

 ⼿引きに書かれた要件と具体案（⼿引きは次⾴に添付） 
 (1) 英語の学位論⽂ 

 英語化の周知 
 (2) 国際雑誌の主論⽂（筆頭著者） 

 国際雑誌、かつ英語であることの周知 
 (3) 融合研究の成果物 1 編 

 様々なケースが考えられるため詳細を定義せずに個々で判断。（なるべくは客観的に） 
 (4) 予備審査に合格 （学⽣アドバイザリ） 

 D5 時のアドバイザリで書類審査とする 
 必要であれば各アドバイザリに会いに⾏く 

 (5) 公開研究発表会（英語）に合格 （学⽣アドバイザリ） 
 アドバイザリ 3 名の招集が必要なため、例えば類似メンバを招集する RQE と同⽇に実施

することで全体での負担軽減を⾏う等（次々⾴︔具体的な評価法等は議論の余地あり）。 
 (6) GPI スキル。 （学⽣アドバイザリ） 

 指導教員がつけたものを、３アドバイザで共有して OK を出してもらう。 
 (7) TOEIC のスコアが 730 点以上 

 明記はしないが、TOEFL80 や IELTS6.5 などでも OK。 
 
 研究科との⽇程の関係（３⽉修了に関して） 

 
 

　予備審関係 　公聴会 　赤字＝最もCriticalと言われているところ

IST (例：バイオ) ES (例：システム) FBS 共通 HW

9月 予備審査、D論草稿

10月 副査の決定 (教授会承認)
予備審査（書類審査）
　※アドバイザリと同時

11月
各自、副査への事前説明
　 (予備審査的な役割)

各自、副査への事前説明
　(必要なら)

各自、副査への事前説明
　(必要なら)

12月 ◎公聴会 ◎公聴会 予備審申請（D論草稿）

1月 学位申請、D論本紙 学位申請、D論本紙 ◎予備審査（Closed）
◎公聴会（英語）
　※下旬、RQEと同日

本審申請
公聴会、最終審査
D論最終版、教授会

具体的な日程の例
IST共通 昨年2015年度 ES共通 今年2016年度 FBS共通 今年2016年度
1/5 申請〆切 1/5 D論題目〆切 1/5 予備審申請〆切
1/21 専攻長会で受理 1/20 申請書〆切 1/27 予備審実施〆切
1/29-2/12 最終審査 2/9-22 最終審査 2/17 本審申請〆切
3/3 教授会 3/9 研究委員会 3/1- 公聴会（10+10分）

3/6 D論最終版〆切
※ISTは専攻による. egマルチ専攻はFBSに近い。 3/8 教授会
↓昨年2015年度 公聴会
情報数理 : 12月10日
CS : 12月14,17,24,25
バイオ : 12月21日
情シス : 12月22日
ネットワーク : 12月24日
マルチメディア : 2月1日

3月

2月

研究科を通れば修了
D論は提出のみ

教授会

最終審査（Closed）
D論差し替え

教授会

最終審査（Closed）



最終試験について 

 

５年次終了時（ただし、修了要件を満たし、優れた研究成果を挙げたものは、短縮可能）に

は、本プログラム課程の最終試験を行います。この最終試験に合格し、さらに、在籍する研

究科の学位審査に合格すると、本プログラム課程の修了が認められます。 

本プログラム課程の最終試験に合格するには、以下のすべての条件を満たすことが必要で

す。 

(1) 英語で書かれた専門分野の学位論文を提出すること。 

(2) 英語で書かれ国際雑誌に掲載された主論文（筆頭著者として発表した論文。掲載決定で

も可）少なくとも 1 編を提出すること。この論文は、学位論文の主要な構成部分をなしてい

る必要がある。 

(3) 融合研究の成果物 1 編を提出すること。融合研究の成果物とは、異なる研究分野の（研

究科を跨がる）学生、教員を含む共著の国際雑誌、国際会議の論文発表、著書、作品などを

いう。ただし、この成果物は上記(2)の主論文（筆頭著者として発表した論文）と同一である

必要はない。 

(4) 審査委員会（主査（所属する研究室の長）、副査 2 名以上（研究室とは異なる研究科の

教員、大学外の研究者各 1 名以上を含むこと））による予備審査に合格すること。予備審査

においては、専門家として自らの研究成果を理解し説明できることに加え、情報科学、生命

科学、認知・脳科学、ロボティクスの融合領域で行われた融合研究の成果について、他の研

究分野への波及効果を他の研究者にも容易に理解させることができるかを重要な基準として

評価する。 

(5) 主査、副査 2 名以上が出席の上で、英語による公開研究発表会を行い、審査に合格する

こと。公開研究発表会では、プレゼンテーション能力もあわせて審査する。 

(6) デザイン力、コミュニケーション力、マネジメント力に関して、リーディング大学院修

了者が備えるべき要件とその熟達度（GPI スキル）を GPI 熟達度審査委員会で総合的に審査

し、グローバルに活躍するリーダーに必要な資質を有していると認定されること。GPI 熟達

度審査委員会は、最前線で活躍している研究者と産業界の有識者で構成する。 

(7) TOEIC のスコアが 730 点以上であること。 

 

 

 

  



公聴会等での具体的な評価⽅法について（未決定、議論の余地あり） 
 
全体として評価すべき項⽬は、 
 専⾨研究（主に分野外を含めたプレゼン能⼒） 
 融合研究などを含め、HW が求めるリーダーとしての資質 
であり、以下のような評価の仕⽅が考えられる。 
 公聴会で両⽅を評価（質疑応答もすべて含めて 15 分）→以下に具体例を検討 
 問題点として、「質保証ができていない」と⾔われる可能性がある。(by 増澤先⽣) 
 よってこの場合、予備審査(必要であれば直接⾯会含む)をきっちりしているという必要性がある。 

 上記と同じだが、単純に時間を⻑くする（30 分とか） 
 Tradeoff なので、研究科博⼠への負担、審査側の負担などを考慮すべき。例えば、全員が融合研究 10-

15 分を、英語で説明する必要性はあるか︖などの必要性を考える。 
 公聴会では「専⾨研究を英語で 15 分」⾏い、別の部屋(または別の⽇)で、融合研究 15 分を⽇本語で⾏う。 
 公聴会はアドバイザも参加必須だが、融合研究は必須ではないなど、⼯夫する、など︖ 

 その他 
 
 
以下、具体例として例えば、「公聴会で両⽅を評価（質疑応答もすべて含めて 15 分）」を考えてみる 
評価者が重複していること等を考慮して、RQE と同時に⾏うことを考える。 
 
まずは、参考に現在の RQE（例として今年度。２期⽣） 
⽇程︓１⽉後半（例︓昨年度は１⽉２６⽇、今年度は１⽉２４⽇） 
部屋を⼆つに分け、午後だけで３年⽣(D1)全員を⾒ている。各アドバイザの負担が少なくなるよう配慮。 
図の太線枠内左側は、「時間、学⽣、Adv1、２、３」のカラム。右側は各アドバイザの担当スロット(1)。 
昨年度はこれで運営できた。時間はきっちりと切るという課題は浮かび上がったので、今年度以降は厳格に。 
 
 

 
 

  

部屋1 2 1 2 3 3 1 2 3 3 3 2 2 3 2

学生 Adv. 1 Adv. 2 Adv. 3 沼尾 鈴木 村田 下條 市橋 清水 前田 天野 難波 森本 上田 大澤 土方 石黒
13:00 乙倉 村田 天野 NICT 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
13:15 南 天野 村田 東芝 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
13:30 高橋 下條 天野 Microsoft 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
13:45 濵屋 森本 下條 Panasonic 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
14:00 山田 下條 森本 NEC 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

14:15 立川 石黒 森本 NTT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

14:30 大久保 石黒 前田 ATR 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

14:45 平岡 上田 前田 日立 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

部屋2

13:00 酒谷 市橋 大澤 堀場 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

13:15 本谷 大澤 土方 NTT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

13:30 小森 市橋 土方 堀場 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

13:45 冨永 土方 市橋 日立 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

14:00 楊 鈴木 秀上田 Microsoft 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
14:15 森田 清水 難波 NICT 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
14:30 Enzo 沼尾 難波 東芝 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
14:45 Anthony 難波 沼尾 ATR 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0



 
来年度以降のイメージ（例として１・２期⽣でやりましたが、本来はありえない組み合わせです） 
公聴会(5 年)と RQE(3 年)を、午前も使って同時に⾒る。公聴会は Open かつ英語。 

 
 

各アドバイザには重複が無いように、かつ負担が少なくなるようにする。時間は厳守し、延⻑は許されない。下

の図は、公聴会の担当は 10、RQE の担当は 1。最適化すれば負担を少なくできる（午前だけ、など）。 

 

部屋１ 部屋２
公聴会。公開形式。英語。 RQE。非公開。言語指定なし。

面会時間 学生 Adv. 1 Adv. 2 Adv. 3 学生 Adv. 1 Adv. 2 Adv. 3

9:45 9:00 清水 市橋 和田 NEC 乙倉 村田 天野 NICT

9:45 9:15 芝井 市橋 和田 NTT 南 天野 村田 東芝

10:15 9:30 吉永 和田 近藤 ATR 高橋 下條 天野 Microsof

10:15 9:45 澤田 近藤 市橋 NTT 濵屋 森本 下條 Panasoni

10:15 10:00 水内 市橋 近藤 NICT 山田 下條 森本 NEC

11:15 10:15 浦井 石黒 細田 東芝
10:30 休憩

11:15 10:45 進 細田 岡田 Microsoft 立川 石黒 森本 NTT

11:15 11:00 土沢 岡田 細田 Microsoft 大久保 石黒 前田 ATR

16:00 11:15 藤井 渡辺(尚鈴木 NEC 平岡 上田 前田 日立

11:45 11:30 古林 市橋 渡辺(尚NICT
16:00 11:45 横田 鈴木 市橋 ATR

12:00 昼休憩
13:45 13:00 Zuben 高木 清水 ATR 酒谷 市橋 大澤 堀場

13:45 13:15 酒井 難波 清水 NICT 本谷 大澤 土方 NTT

14:00 13:30 徳山 清水 渡邉(朋ATR 小森 市橋 土方 堀場

15:00 13:45 垣塚 渡邉(朋下條 日立
14:30 14:00 Dashda 下條 永井 日立 楊 鈴木 秀 上田 Microsof

15:15 14:15 稲垣 永井 沼尾 堀場 森田 清水 難波 NICT

14:30 休憩
15:00 14:45 渡辺 石黒 下條 Panasonic Enzo 沼尾 難波 東芝

16:00 15:00 Nattap 沼尾 石黒 Panasonic 冨永 土方 市橋 日立

15:45 15:15 中西 石黒 原 日立 Anthony 難波 沼尾 ATR

16:00 15:30 中村 原 名田 オムロン
16:00 15:45 有本 石黒 名田 Microsoft

渡辺( 清水 市橋 沼尾 下條 原 前田 鈴木 村田 高木 近藤 鈴木 難波渡邉(朋岡田 永井 名田 天野 森本 上田 大澤 和田 石黒 細田 土方 NEC NTT ATR Micro NICT 東芝 Panas日立 堀場
9:00 0 0 10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0 1 0 0 0 0
9:15 0 0 10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0 0 0 10 0 0 0 1 0 0 0
9:30 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0 0 0 0 10 1 0 0 0 0 0
9:45 0 0 10 0 1 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0

10:00 0 0 10 0 1 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0 0 0
10:15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0
10:30
10:45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 1 0 0 0 1 10 0 0 1 0 10 0 0 0 0 0
11:00 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 10 0 0 0 1 10 0 0 0 0 0
11:15 10 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 1 0
11:30 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0
11:45 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0
12:00
13:00 0 10 1 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 1
13:15 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 10 0 0 0 0
13:30 0 10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0 1
13:45 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0
14:00 0 0 0 0 10 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0
14:15 0 1 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10
14:30
14:45 0 0 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 1 10 0 0
15:00 0 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 1 0 0 0 0 0 0 10 1 0
15:15 0 0 0 1 0 10 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 1 0 0 0 0 10 0
15:30 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15:45 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0



ヒューマンウェア（HW）履修の手引き 指導教員用補足資料 

・まず、HW は他のリーディングよりも指導教員の皆様に頼る部分が大きいと思います。ご協力誠にありがとうございます。 

・本資料は、理解のための補足資料としてご参照ください。次頁以降には学生用の履修科目ガイドを添付しています。 

・特に決まりはございませんが、「ラボ活動：その他 HW 活動 ＝ ８：２」ぐらいを想定してご指導いただければ幸いです。 

 

 必要な情報の入手方法（以下全ての項目の学生用詳細が記載されています。次の入力が必要です：ToTii602） 

 内部ページ参照 http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/student-only/ 

 年度イベントリスト（内部ページからリンク有） http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/hwip_calendar/ 

 

 全教務科目（以下、赤色は必須。単位制度は後述。以下、ハイライトは指導教員の皆様にお願いする部分です。） 

 １年次（いわゆる M1） 

 HW セミナー：４月に合宿(２泊３日)、夏-秋にラボローテ(３人グループで各ラボ１日以上滞在)。 

 ラボローテ：各学生が自身のラボでホストとなり、この際に指導教員の皆様と相談が必要ですのでお願い致します。 

 HW 基礎論：前期は４人の特任の４分野座学(金６限)。後期はグループワークで融合研究議論(金４限)。 

 HW 領域基礎研究：ラボでの専門研究 ＋ 企業インタビュー(前後に１日ずつ講義アリ) 

 年度末に専門研究の成績照会をします(この点数が本科目の成績の８割に該当します)。採点方針は指導教員の皆様次第

ですが、例えば、「各研究科や専攻で対応する研究科科目があれば、その成績を内々で統合する（KOAN 登録の無い前

期科目の成績も内々でつけて年度末まで保存・統合する）」などしてご採点ください。 

 HW 創出論(後期)：様々な分野の講師によるオムニバス講義(金２・３限、全８回) 

 ２年次（M２） 

 HW 融合領域研究：ラボでの専門研究 ＋ アウトリーチ(講義１日、学内イベント１日、学外イベント１日) 

 年度末に専門研究の成績照会をしますので１年次同様にお答えください(同じく８割に該当します)。 

 ３年次以降（D1～） 

 HW 融合領域プロジェクト研究：何かの融合研究に参画する 

 HW PI 融合領域プロジェクト研究：自身が学生融合研究経費をとり PI として研究(M に実施しても良い) 

 HW イノベーション実践演習：参画企業が講義する座学(不定期に約９日) 

 HW インターンシップ：国内外、どこかの企業・研究機関にいく 

※ 拘束時間としてイベントが１日であっても準備期間があります。学生次第ですが、例えばイベント幹事をする場合などは時間がか

かります。よって自分自身でのタイムマネージが求められます。 

※ その他、不定期に HW 教員セミナーや海外研修、OIST との交流など、様々なイベントがあります。ほとんどが自由参加です。 

 

 審査・メンタリングなど 

 学生アドバイザリ：各学生に３人(指導教員・他研究科教員・参画企業)がつきます。 

 指導教員の皆様には、自身の学生の他、同じ学年の他研究科の学生の他研究科教員アドバイザもお願い致します。 

 毎年２回の機会(１回目はメンタリング、２回目は書類審査)および以下 R-QE・最終試験の面接審査があります。 

 GPI スキル診断：毎年秋ごろに指導教員の皆様に学生を評価していただきます。 

 Pre-QE：１年次の 12 月ごろに面接試験があります。選抜委員会が担当します。 

 R-QE：３年次の１月ごろに面接試験があります。学生アドバイザリの皆様に審査員を御担当いただきます。 

 最終試験：5 年次の１月ごろに面接試験があります。学生アドバイザリの皆様に主査・副査を御担当いただきます。 

 

 サポート 

 HW 履修生が著者である論文等における謝辞については、内部ページの「謝辞の書き方」をご覧ください。 

 活動支援金：年度ごとにラボ単位で支援金があります。学生に必要な物や国内学会出張、専門研究などに使用ください。 

 学生融合研究経費：学生が PI となり進める融合研究の単年度グラント。年度末に翌年度の研究を審査します。 

 海外短期渡航：海外インターンの下見としてのラボ訪問や国際会議参加をサポートします。 

 英語クラス：外部講師による英語クラスを提供します。年度ごとですが、基本的には後期の金５限です。 

 教員融合テーマ：学生の融合研究参加のため教員がテーマを提供。研究費は単年度で支給されますので是非ご提供ください。 

 融合ラボ：生命系実験・解析をサポートします。実験機器使用や測定依頼・解析依頼を受け付けています。 

 履修生主体イベント：履修生が考案するイベントをサポートします。 

 オフィスアワー・学位相談窓口：普段の相談、学位要件の相談などを受け付けています。 

 奨励金（以下にご注意ください）：PreQE まで月 10 万。その後 20 万。補助金による奨励金制度は平成３０年度までの予定。 

 受給期間中、アルバイト等による報酬受給は基本的に認められていません（TA と RA は限られた条件で報酬受給可能で

すが、チューターや学内アルバイトは、TA や RA とはみなされません）。奨励金受給者の受給資格については、ラボでも

ご留意いただきますようお願いいたします。詳細は、以下のページをご参照ください。 

 http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/support/financial-aid/ 

 就職等でプログラムを継続しない意向を表明した場合は、奨励金を停止する必要がありますのですぐにお知らせください。 
 

 不明点や改善点など、何かありましたらご連絡いただければ幸いです。いつもご協力いただきありがとうございます。 

 hosoda@humanware.osaka-u.ac.jp（特任准教授 細田 一史。TradeOff を考慮しますが改善に尽くします。） 
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